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地震波干渉法による関東平野の堆積層構造の推定 －上総層群及び相当層の基底深
度－
Basal boundary depth of the Kazusa Group and its equivalents in the Kanto Plain inferred
from seismic interferometry
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１．はじめに
　首都圏における長周期地震動の発生を正確に評価するには，関東平野で盆地状の地盤構造を形成する新第三系の堆

積層の構造の地域変化を明らかにする必要がある．関東平野におけるこの堆積層は，地表近くから，地震波速度の小さ
い下総層群及び相当層や上総層群及び相当層によって構成されていると考えられている．本報告では，地震波干渉法を
地震波形記録に適用して推定した関東平野における上総層群及び相当層の基底深度について紹介する．

２．データと解析
　首都圏地震観測網（MeSO-net）や首都圏強震動総合ネットワーク（SK-net）等の地震観測点で得られた 231の近地

地震についての波形記録を解析した．地震波干渉法では，各観測点の加速度波形を変位波形に変換し，直達 S波を含む
10秒間の SH成分について自己相関関数を求めた後に，重合処理により地盤の S波レスポンス関数（地盤の S波反射応
答関数）を評価した．そして，この S波レスポンス関数を直線状に配列した多数の観測点について並べることによって
疑似反射断面を作成した．さらに，堆積層中からの反射 S波の往復走時を検測した後に，その値から VSP法調査（山水
2004・他）で得られている首都圏内 14地点の S波速度構造モデルを線形補間及び外挿して用いることで上総層群及び相
当層の基底深度を推定した．

３．結果
　上記の波形処理によって求められた地盤の S波レスポンス関数には多くの観測点において，上総層群及び相当層の

基底からの反射 S波に対応する明瞭な大振幅の位相が検出された．特にMeSO-netの観測点では地震計を深さ 20m程度
のボアホールに設置していることから，SK-netなどの観測点の波形データと比較してノイズが小さく，安定してこの反
射波の位相が検出された．この位相の発現時間は，地表‐上総層群及び相当層の基底間のS波の往復走時に相当するもの
であり，地域によって大きく変化することが確認された．例えば，MeSO-netのつくば‐藤沢測線では，千葉県内で 3.5
秒程度，東京都区部の北東部で 4.0秒程度，神奈川県に入ると 3.0秒程度以下にまで小さくなる．これらは深度に換算す
ると，それぞれ 1.0km強，1.5km程度，及び 1km程度以下になる．上総層群及び相当層の基底深度は，大局的に見ると
房総半島の付け根付近にあたる千葉市周辺で特に大きくなる傾向が見られる．本発表では，複数の疑似反射断面ととも
に深度換算の結果の地域変化を示して，関東平野における上総層群及び相当層の基底深度の詳細について提示する．
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